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1. 金融庁で再び金融経済教育を検討中 

 

  

金融庁に、昨年１１月に金融経済センターに「金融経済教育研究会」が設置され、毎月１回のペー

スで開催されています。 

メンバー等は金融庁のホームページのこちらをご覧ください。 

http://www.fsa.go.jp/frtc/kenkyu/20121108.html 

  

この研究会は、昨年の G２０や OECD等の場で、各国が金融経済教育を推進していくことの重要

性が確認されたことを受けて設置。 

サブプライム問題によって発生した金融危機の反省から、利用者保護や金融システムの安定化

のためには、当局による規制だけでは限界があり、危機のような局面で、国民一人一人が冷静に

合理的な金融行動をとれることが必要との認識を、先進諸国が共有するようになったことが、こう

した動きの背景にあります。 

 

研究会は５回目を終わったところですが、これまで、関係省庁や団体（金融庁、金融広報中央委

員会、文部科学省、消費者庁）、業界団体、日本FP協会等がそれぞれの取組みを報告しました。

わが国で金融経済教育の重要性が言われるようになって１０年以上経ちましたが、さまざまな場

での検討を一カ所に集約した点で意義のあるものと言えます。 

 

また、第３回には、英国の FSAで金融に関する消費者教育やリサーチに携わっておられたポー

ル・ハンター氏（現在は国際銀行協会事務局長）を招き、英国の金融経済教育の取組みについて

伺いました。 

英国の取組みは文献等で紹介されているものの、担当者から直接お話を伺う機会は得難いもの

です。今後の日本での 取組みに役立つ情報や示唆がたくさんありました。 

http://www.fsa.go.jp/frtc/kenkyu/20121108.html


 

同研究会は、会議は非公開ですが議事録や資料は全て公開されており、Web上でお読みいただ

けます。 

http://www.fsa.go.jp/frtc/kenkyu/kenyukai.html 

 

今後は金融経済教育を通じて身につけるべきもの（金融リテラシー）は何か、金融経済教育の推

進をどう行っていくのか等について、報告書が取りまとめられる見通しです。政府の動きに注目し

つつ、草の根的に学習運動を起こしていくことが大事な時期にきているように感じます。 読者の皆

様からも、金融経済教育の内容や推進の方法等についてご意見、ご提案をお寄せいただければ

幸いです。 

宛先は yumiko.nagasawa59@gmail.com まで。 

                         （報告者：永沢裕美子）  

 

2. フォスター・フォーラムが注目するベター・プラクティス 

  ～ 投資信託協会が通貨選択型投信等の目論見書の文言を見直しへ 

  

２月２１日に投資信託協会が、通貨選択型投信の目論見書の説明ルールの変更を発表しました。 

http://www.toushin.or.jp/publiccomment/ichiran/8678 

詳しくは、同協会のホームページをご覧いただきたいと思いますが、その仕組みの説明において、

従来「為替ヘッジ取引」としていた部分を「為替取引」と改めることになりました。  

 

「ヘッジ」という文言は、一般社会では、リスクを回避するという意味で使われており、為替変動リ

スクがない商品と誤解する投資家もいるとの指摘があり、表現の見直しが行われたようです。 

  

投資信託には、機関投資家のようなプロの世界で使われる手法や投資対象に、一般個人投資家

がアクセスする機会を提供する意義があることは否定しませんが、プロの間で使われる専門用語

が一般社会では通用しないことが往々にしてあるのも事実です。 

リーテール向け金融商品の開発者の腕の見せ所は、新商品を設計するだけでなく、ユーザーの

金融リテラシーを踏まえて、間違った理解が生じないような説明を工夫することにもあるはず。  

今回の変更は、消費者団体等からの指摘を受けての動きと聞いていますが、業界が自主規制ル

ールの変更に動いたことは、一般投資家の目線に近づこうとする努力であり、大きな一歩と評価

できるのではないでしょうか。 

  

3. 編集後記 

  

「『長期投資仲間』通信～インベストライフ」をご存知でしょうか？ 今から１０年以上も前になりま

http://www.fsa.go.jp/frtc/kenkyu/kenyukai.html
mailto:yumiko.nagasawa59@gmail.com
http://www.toushin.or.jp/publiccomment/ichiran/8678


すが、日本に本当の長期投資を根付かせるためにと、資産運用ビジネスの第一線で活躍されて

いる方々が集まって発行し始めた月刊情報誌です。 

地方の購読者がサロンを開催し、そこにインベストライフの編集者たちが講師として招かれ、レク

チャーする活動も展開されてきました。紙媒体からインターネットでの発行に変わりましたが、毎月

欠かすことなく発行され、１２０号を超えるロングランとなっています。 

「インベストライフ」の発行は、数年前から、私のかつての上司であり、尊敬する師でもある岡本和

久さんが引き受けられておられます。岡本さんは、世界的な資産運用会社の日本代表を務められ、

インデックス運用の普及をはじめ、特に年金運用の合理化において多大な功績のあった方ですが、

還暦を迎えられたのを機にすっぱりと引退され、日本の一般個人に資産運用や投資について学

ぶ機会を提供するための活動をライフワークとして展開されています。 

昨年まで有料でしたが、一人でも多くの人に読んでもらい、長期投資の仲間を広げたいという岡本

さんのご厚意により、今年から無料で読めるようになりました。 

 

岡本さんらが主宰されている「インベストライフ」のような、草の根の金融経済学習活動が、レベル

には差がありますが、全国のあちらこちらで芽生えています。こうした市民による市民のための自

主的な取組みを積み上げていくためにも、こうした活動を紹介しあい、研鑽しあえるような、そんな

プラットホームづくりが必要な時期に来ているように思います。 

                       （報告者：永沢裕美子） 

★＝★＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝★＝★ 

このメールマガジン及び当会の活動についてのご意見・ご質問等は、下記アド 

レスにお願いいたします。なお、このメールマガジンは当会メンバーがお名刺 

交換をさせていただいた方々にお送りさせていただいております。大変恐れ入 

りますが、配信がご迷惑な場合も下記アドレスまでご連絡をお願いいたします。 

このメールマガジンを引用または転載される場合も、下記アドレスにご一報く 

ださい。 

 メールアドレス：foster@fosterforum.jp 
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発行元／フォスター・フォーラム（良質な金融商品を育てる会） 

http://www.fosterforum.jp/ 
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